
プログラム

１．「女子教育とUN Womenの活動」石川雅恵 UN Women日本事務所 所長

２．「朗読」朗読者 青木裕子 軽井沢朗読館館長

『マララ 教育のために立ち上がり、世界を変えた少女』マララ・ユスフザイ著

★マララさんは、教育・人権活動家として女子の学ぶ権利を訴え続け、2014年に、17歳にして史上最年少となる

ノーベル平和賞を受賞、国連平和大使も務めています。

国連「国際ガールズデー」オンライン チャリティ・イベント

学校に行きたい！学びはエンパワーメントへの扉

開催日 ２０２１年１０月２４日（日）午前10時半～12時

開催方法 Zoomウェビナー（オンライン開催）参加費無料

児童婚から解放され、学校に戻った女学生と談笑するUN Women 親善大使エマ・ワトソンさんと先生

申し込み締切日 10月21日（木）

以下の申し込みフォームから

https://ws.formzu.net/dist/S11622882/

紛争、貧困、社会の意識や慣習などのために、学校に通えない少女が世界には
1億3000万人もいます。女の子を学校へ行かせたことで嫌がらせを受けたり、通学
途中に女の子が暴力の危険にさらされたりする事例も後を絶ちません。

教育は、少女が未来への扉を開けるための第一歩です。世界のすべての少女が学
ぶ機会を得て、可能性を伸ばすために私たちができることを考えます。

開催協力
国連ウィメン日本協会大阪、国連ウィメン日本協会北九州、国連ウィメン日本協会さくら、
国連ウィメン日本協会多摩、国連ウィメン日本協会東京、国連ウィメン日本協会よこはま

【主催・お問い合わせ】

認定NPO法人国連ウィメン日本協会

横浜市戸塚区上倉田町４３５－１

男女共同参画センター横浜1階

Tel・Fax: 045-869-6787

Email:

unwomennihon@adagio.ocn.ne.jp

https://ws.formzu.net/dist/S11622882/
mailto:unwomennihon@adagio.ocn.ne.jp


国連が制定する国際デーのひとつで、2012年よりこの日にあわせて少女の人権について 考え、教育とエ

ンパワーメントを推進するためのさまざまなイベントが 世界各国で開催されています。人道危機が起こる

とジェンダーに基づく暴力が増加し、少女たちは性的・身体的暴力、 児童婚、虐待、人身売買の危機にさ

らされ、命を落とす少女もいます。紛争地域に暮らす思春期の少女たちは学校に行けなくなる率が90％も

増加し、彼女たちが成人した時にきちんとした仕事に就いて経済的に自立する機会が 奪われています。

UN Womenはこのような少女たちの状況を改善するため様々なプログラムを展開しています。

UN Womenとは

国連ウィメン日本協会とは

ジェンダー平等と女性のエンパワーメントのための国連機関です。
女性と少女のグローバルな支援者として、世界中のニーズに応じた
変化の促進を目的として設立されました。経済的自立、働きがいの
ある人間らしい仕事（ディセント・ワーク)、統治システムにおける
女性のリーダーシップや参画、暴力からの女性と少女の解放、人道
支援からの平等な恩恵などを目指して、政府およびＮＧＯと協力し、
さまざまな活動を展開しています。（http://www.unwomen.org/en）

UN Womenと承認協定を結ぶ１国１委員会の国内委員会。寄付を募
る日本で唯一の民間団体です。 UN Womenの理念や、世界の女性
の現状・課題を社会に広報するとともに、募金、寄付を中心に資金
活動を推進。世界の女性・少女が可能性をひらき、希望の未来を手
にする社会の実現を目指し、UN Womenの活動を支援しています。
（https://www.unwomen-nc.jp/）

国連「国際ガールズデー」（10月11日）

青木 裕子〈あおき ゆうこ〉軽井沢朗読館 館長

1950年福岡生まれ。朗読家。津田塾大学を卒業後、1973 年にＮＨＫに入局。アナウ

ンサーとして「スタジオ１０２」 や「ニュースワイド」で活躍。定年退職後、２010年、
私費を投じて日本で初めての朗読館を軽井沢に設立。また 2013年、軽井沢町立図書館
長に就任。著書に「再婚トランプ」、「軽井沢朗読館だより」、「朗読ワークショッ
プ」がある。日本各地をはじめ、フランスでも朗読会を開催。

石川雅恵 〈いしかわ かえ〉UN Women日本事務所 所長

約20年間、資金調達とパートナーシップス構築に従事。1998年NYで日本政府国連代表
部専門調査員、女性の人権担当。UNICEFアシスタントプログラムオフィサー、子供の性
的搾取撲滅に取り組む。2003年UNFPA資金調達官、日、加、豪、新、韓の調整担当、
シエラレオネ国事務所代表補佐、アジア・太平洋地域事務所資金調達とパートナーシップ
ス顧問、国連事務局人間の安全保障ユニット資金調達官。2017年10月より現職。

（http:/www.unwomen.org/en）
https://www.unwomen-nc.jp/

